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光化学・生物学をベースとし，いろいろな波長の光を用いて口腔内の微生
物を制御する新たな抗菌光線力学療法について研究しています。
また，電子スピン共鳴 (ESR) 法を用いた活性酸素・フリーラジカル測定など
を通じて，他教室や大学との共同研究も積極的に取り組んでいます。

・光線力学療法
・光を利用した抗菌・殺菌等微生物制御
技術への応用展開

光を利用した口腔内の微生物殺菌や口腔組織に及
ぼす影響など，主に次のような研究を進めています。

１．光線力学療法を用いた新しい歯科治療開発
２．光が口腔組織や生体反応へ及ぼす影響
３．光がデンタルマテリアルに及ぼす影響
４．唾液を用いた生体機能解析
５．抗酸化物質の評価・解析
６．口腔軟組織疾患の病態解析
７．プラズマやレーザーなどを応用した微生物制御

技術との比較検討

歯科分野における光線力学療法の技術開発を推進
しています。光を用いた微生物の制御に関する技術は，
食品産業をはじめとする他の産業分野において極めて
有用と考えられます。
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